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小松島市立学校再編実施計画（案）に対するパブリックコメント実施結果 

 

 

 

１ 意見募集案件 小松島市立学校再編実施計画（案）に対するパブリックコメント 

２ 意見募集期間 令和３年１２月６日（月） ～ 同年１２月２７日（月） 

３ 閲覧場所 市ホームページ、教育委員会教育政策課学校再編準備室 

４ 意見提出者数 ３人 

   

 ・提出方法の内訳 

 提出方法 人数 備考 

郵送 ０  

持参 ０  

電子メール ３  

ファクシミリ ０  

合計 ３  
 

 

 

 

５ 意見提出件数 １３件 

６ 意見の概要と教育委員会の見解 下記のとおり 

 

 

 

NO. 件 意見等の概要 教育委員会の見解 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

1 

１ 財政難からの学校再編計画なのか 

 

 財政難から国の学校規模数の縮小指導があ

るのでしょうか。そうであるならば、説明会で

市民や保護者に説明すべきです。具体的なこと

については、その説明を済ませてからです。 

 

 
 

 すでに学校の小規模化や校舎老朽化が進ん

でいるため、学校再編が必要と認識していま

す。このような認識については、これまでの

説明会においてもお伝えしてまいりました。 
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１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 教育理念で大規模・小規模校を比較する考

え方に無理がある 

 

 小規模校の否定ばかりをする説明会であっ

た。私はどちらにも一長一短があり大規模校ば

かりがいいとは思えない。教師・保護者・家庭・

地域社会の質が学校をつくります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 小規模校、大規模校のそれぞれにメリット、

デメリットがありますが、学校再編にあたっ

ては、多くの友達や教師とともに学び、生活

する中で、多様な考えにふれ、認め合い、協力

し合い、切磋琢磨することを通じて一人一人

の資質や能力を伸ばし、社会性や多様な価値

を育むことをめざしてまいります。 

 また、令和４年度よりすべての小中学校で

学校運営協議会（コミュニティスクール）が

導入されます。この制度を通して、「地域でど

のような子供を育てていくのか」「何を実現し

ていくのか」という目標やビジョンを学校と

地域が共有し、学校と地域の組織的な連携・

協働体制を構築することで、地域の中の教育

力を生かす取組について具体的な方法を協議

してまいります。 

 
 

３ 

３ 小松島市南中学校が統廃合して教育水準

は伸びているのか 

 

 新聞紙上の知識でしかないが、書道・絵画・

音楽・作文等で優秀賞等に小松島市が全く選ば

れていない。附属小中・文理附属小中・藍住・

板野・県西部の学校が選ばれている。これで特

色ある教育活動ができるとは思えない。 
 

 学校再編により学校規模が大きくなり、多

くの児童生徒や教職員が集まることで、再編

前よりも多様な教育活動の展開が可能になり

ます。再編後の教育活動については、今後、学

校再編準備委員会や専門部会の中で議論して

いくことになりますが、ご指摘にある「特色

ある教育活動」についても念頭に置きながら

議論を進めてまいります。 

 
 

４ 

４ 再編実施計画（案）について当事者である

子どもたちにアンケートを取ることも大切 

 

 大人たちの考えを押しつけられ、子どもたち

の意見を聞いてください。学校が変わるのです

から不安になるのは子どもたちです。 
 

 小松島市立学校再編実施計画（案）につい

て児童にその是非を尋ねる予定はありません

が、今後、再編後の教育活動を検討していく

際には、再編後の学校にどのような取組を望

むかや再編する学校同士での事前交流活動な

どについて児童の意見や希望を聞きたいと考

えています。 
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２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

〇学校の再編に関する議論のなかで、根本的に

学区を変更することなく現状の学校単位での

再編となっていることについて聊かの疑問を

感じる。と言うのも、現状として南校区に児童

数が多く 1 学年複数学級が実施できている中

で、他の周辺学校を巻き込む形で再編をするこ

とにより、再編目的としている児童の社会性・

協調性及び競争意識が再編される側の児童と

南小の児童の間で養われるのか？更に言うな

らば、南小の児童の間で社会性・協調性及び競

争意識は実際に養われているのか？と言うこ

とに対するエビデンスが何ら示されないまま

南小学校敷地内での再編が進められているか

らである。そうであるのならば、なぜ再編後の

各学校の児童数に偏りを持たせたままの再編

を進めるのでなく、南小に他の小学校を統合す

ると言う形での再編ではなく、南小を除いた再

編や学区の再編を行ったうえでの学校再編を

進めることが望ましいのではないかと感じる。 

 
 

 これまでの説明会やアンケート調査結果等

において、通学に関して不安を抱かれる方が

多かったことを踏まえて、再編場所としては、

通学支援者数が少ないこと、歩いて通える児

童が多いことを重視し、現在の南小松島小学

校敷地を選定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

６ 

〇学校再編を行う上で学童再編も同時に行わ

れるべきものであり、再編後などと言わず担当

部局である児童福祉課や各学童の運営会長等

を教育委員会内に於ける再編会議に入れて議

論を行うべきであるように思う。 

 

 

 

 
 

 小学校は義務教育を行う施設であることか

ら、まずは、子どもたちにとって「より良い教

育環境を整えること」が、市教育委員会の務

めと考えています。学童保育クラブについて

は、学校を建設する場合には学校敷地内に専

用区画または専用施設を整備することを原則

としています。再編後の運営方針については、

保護者のニーズを踏まえ、各学童保育クラブ

を運営する運営委員会と協議を重ね検討して

まいります。 

 

 
 

７ 

〇学校再編時に複数担任制・教科担任制と言う

ことを謳っているが、再編に際し現在奉職して

おられる各先生方の適性を審査する客観的な

テスト等を実施し、勤続年数に関係なく各担当

に割り振られては如何かと感じます。 
 

 各教科の専門性を高めるための研修を充実

させるなどして教職員の資質向上を図り、学

校や児童の実態に応じた学校運営に取り組ん

でまいります。 
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２ 

 

 

 

 

８ 

 また、小中での各児童に関する情報共有等を

図ると言うのならば、市教育委員会内に於ける

部局間の再編もそれに先立つ形で行われるべ

きではないかと思います。 

 

 

 
 

 これまでも教育委員会内に「学校再編準備

室」を設置したり、市長部局とともに協議す

る場である「小松島市立学校再編連絡調整会

議」を設置していますが、今後も随時、学校再

編の進捗状況に応じて必要な組織の設置等を

行ってまいります。 

９ 

〇再編後の特別支援学級や通級について、説明

会で支援学校等で研修を受けた教員が指導に

当たるから大丈夫と言われ、現状として法令上

特別支援学校教諭免許を有する規定はないの

ではあるが、必ずしも研修を受けた教諭がすべ

てのことを把握し行動できるとは考えにくく、

そうであるならばより専門性を備えた特別支

援学校教諭免許状を持たれた教諭を各学校に

配置すべきではないかと思います。 

 
 

 教員配置については、特別支援学校教諭免

許の有無だけでなく、様々な要素を考慮して

行っております。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

小松島市教育委員会（以下委員会）から提案

いただいた案にはまだまだ議論していただき

たいことや検討して欲しい事柄がございます。 

 

Ａ まず「学校再編の目的」は①学校の施設が

老朽化しているので新しくする。新しく二校を

新築し二校を改修する。②児童数の減少に伴い

複式学級等の教育上いろいろな問題が生じて

いるので一定程度の学校規模にする。統合する

ことで生徒数が適正になり活力ある新設校に

なる。とあります。しかしこれって学校再編の

目的でしょうか？○○を達成するための手段

ではないでしょうか？ 

 

 この案を作るにあたり委員会は３回有識者

会議を開催されそのまとめを公開されていま

す。その中に会長が「学校が再編されていく中

で子供たちをどんなふうに育てていこうとい

う議論があまりされていない。本当は建物がど

ういうふうになるとか学校がどうなるかとい

うよりも保護者の方が聞きたいのはそこでど

 小松島市立学校再編計画（案）の「本計画の

ねらい」（２頁）のとおり、２０２０年度（令

和２年度）から、小学校で実施の新しい学習

指導要領でも示されているように、自ら課題

を見つけ未知の状況にも対応し、未来の創り

手となるような「生きる力」を子どもたちに

培っていくことがこれからの学校教育に求め

られています。 

教育委員会では、義務教育の９年間を通し、

小学校間、小・中学校間での連携を強化する

ことはもとより、学校で学んだことを自分の

人生や社会で生かし、生涯にわたり学び続け

ることができる子どもを育んでいけるよう

な、質の高い学びを提供したいと考えていま

す。 

このような認識のもとで、小松島市教育大

綱（第２期）の学校教育に係る基本目標「未来

を担う人を育てる教育」を柱に、新たな時代

を生きる子どもたちに「生きる力」を育む教

育環境の整備を進めるため、長期的な視点で

計画的な学校再編を行うこととしています。 
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３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

んな教育が展開されていくのか？新しい学校

を創ることによってどんな新しい力をつけて

くれるか？というのが一番の注目課題では」と

話されています。 

 

 学校は人を育む場所です、校舎やプログラム

はツールです手段です、目的ではありません。

委員会はどんな人を育もうと考えていらしゃ

るのですか？「理念」が必要ではないかと思い

ますがいかがでしょうか？ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１１ 

Ｂ それへの答えでしょうか、案のなかに「学

校再編でめざす教育」として①「基本目標は未

来を担う人を育てる」とあります。 

 

 では大きな時代の変革期を迎えている今子

供達がつけなければ行けない育まなければい

けないものは何でしょうか？「未来を担う人」

にどんな力をつけて社会に送り出そうとなさ

っているのでしょうか？②また「生きる力を育

てる」とも語られています。 

 

 委員会が考える「生きる力」って何でしょう

か？思うに「生きる力を持ってる人とは」は「自

分で考え、自分で判断し、自分で実行する力を

持ってる人」と思うのですが。いわば「自立し

ている人」のことと思うのですが。 

 

 委員会が考える「生きる力」「生きる力を持

っている人」をお聞かせ下されば幸いです。 

 
 

 「生きる力」とは、「確かな学力」「豊かな人

間性」「健康・体力」のバランスのとれた力の

ことを指し、このような力を育んでいくため

に、一定規模の集団、同年代の集団の中で学

ぶことが必要と考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１２ 

香川県で先生をなさっていた竹下和男さん

が滝宮小学校にいらっしゃった時「自分で作る

弁当の日」を始められました。このプログラム

は子供達に「家事の力」「作る喜び」「誇り」「自

信」「会話」「笑顔」「ほめられる日」等々を生

んだと言われています。子供達が「自立する力」

を得られていると言われています。「自立する」

貴重なご意見として承ります。 
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３ 

って、自分で自分のご飯を作れることではない

でしょうか？是非１つのプログラムとしてご

検討くださればたいへんうれしいことです。 

 

 
 

１３ 

 また校舎校庭のデザインをどうなさるの

か？教育施設として新築改修することはもち

ろん防災や地域に開かれた学校のすると説明

なさっていました。めざす教育やはたす役割に

基づくと思いますが構想やコンセプトをお聞

かせ下さるようお願い致します。 

 

 

 
 

 子どもたちが安心・安全に学校生活を送る

ことができるよう、防災に配慮した校舎建築

をめざします。また、多様な学習形態に対応

できる広さのある教室、教科横断的に活動し

やすく機能的な特別教室、いつでも学びたい

ときにデジタル教材や機器を使うことができ

る場所等、今後の教育内容に十分対応できる

環境づくりに取り組みます。 
 

 

 


